
［標準様式例７-３］

業 務 の 名 称 浚渫土砂等の活用にかかる海洋環境形成検討業務

業 務 概 要

契約担当官等の氏名並
びにその所属する部局
の 名 称 及 び 所 在 地

分任支出負担行為担当官　金沢港湾・空港整備事務所長　渡邉　理之
石川県金沢市大野町４－２－１

契 約 年 月 日 令和7年7月16日

契 約 業 者 名 一般社団法人 水底質浄化技術協会

契 約 業 者 の 住 所 東京都中央区入船三丁目１０番９号

契 約 金 額 19,580,000円(税込み)

予 定 価 格 19,613,000円(税込み)

本業務は、輪島港及び和倉港周辺海域において浚渫土砂等を利用して造
成した盛土の副次的な活用方法として、海洋環境の改善やブルーカーボ
ン生態系の形成について検討を行うものである。
 本業務の実施にあたっては、海洋環境の改善やブルーカーボン生態系
の形成に関する豊富な知見と知識を必要とする。また、①「港湾周辺海
域の地形、利用状況、海象条件及び海洋環境を踏まえ、海洋生態系への
影響や現地適用性にも配慮した上で、海洋環境の改善やブルーカーボン
生態系の形成に適した工法選定を行う必要があること」、②「周辺環境
の変化を的確に把握し、現地適用性及び効果
を正確に検証することが求められ、これらに対応するための調査項目と
期間を反映したモニタリング計画を検討する必要があること」などによ
り、高度な専門知識や幅広い経験を要することから、簡易公募型プロ
ポーザル方式による選定を行った。一般社団法人水底浄化技術協会は、
技術提案書及びヒアリングによる総合評価を行った結果、本業務に対す
る最も優れた提案を行った者として特定された者である。

以上の理由により、会計法第29条の３第４項（契約の性質又は目的が
競争を許さない場合）の規定により、一般社団法人水底質浄化技術協会
と随意契約をするものである。

業 務 場 所 金沢港湾・空港整備事務所

業 種 区 分 建設コンサルタント等

履 行 期 間 （ 自 ） 令和7年7月16日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和8年1月30日

備 考 簡易公募型プロポーザル方式を実施

随意契約結果及び契約の内容

随意契約によることとし
た 理 由

本業務は、海域において浚渫土砂等を利用して造成した盛土の副次的な
活用方法として、海洋環境の改善やブルーカーボン生態系の形成につい
て検討を行うものである。


